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モクゲンジ《実と種》（ムクロジ科）木患子 

- 中国及び朝鮮半島原産の落葉高木。日本には古くに渡来し、寺院などに植栽された。 

花は 6～8月頃に黄色い小花が密生する。秋にホオズキのような果実が熟し、三つに裂ける。 

中には、６～７ｍｍほどの硬い種子が３～６個含まれており、数珠や首飾りとして加工される。 
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梵珠山の自然情報！○開花 △蕾
つぼみ

 ×実 （1月中旬～2月中旬） 

植 物 

木 本 △ヒメアオキ△マルバマンサク×ヤドリギ×アカミヤドリギ×カンボク×ミヤマガ

マズミ×ナナカマド×オオバボダイジュ×シナノキ×サワグルミ 

×ツタウルシ（落葉藤本） 

野 鳥 クマタカ・オオアカゲラ・アカゲラ・アオゲラ・コゲラ・ヒヨドリ・ツグミ・エナガ・

ヤマガラ・シジュウカラ・ゴジュウカラ・カケス・ハシボソガラス・カワガラス・ミ

ソサザイ・ヤマドリ・ウソ・ヒガラ・コガラ・カワラヒワ・イカル・ヒレンジャク・

キレンジャク 

哺乳類 カモシカ 1頭（2/8旧採石場跡）・サル３０頭（2/18センタ－周辺～観察の森） 

足跡：（カモシカ・テン・タヌキ・サル・キツネ・ノウサギ・リス・イタチ・アカネ

ズミ 

昆 虫 カメノコテントウ・クサギカメムシ・セッケイカワゲラ 

※旬の自然情報については気軽にスタッフにお尋ねください。 

 

～木の実を啄む小鳥たち～ 

・食べ物が少ないこの時期は、生き物たちにとって大変厳しい季節です。 

昆虫のいない冬は、残された木の実をせっせと啄み、命をつなぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～一角カモシカ現れる！～ 

・旧採石場跡の斜面に１頭のカモシカを発見しました。急斜面をゆっくり歩きながらお目当て   

の枝へ。後で確認したところ、以前見たことのある一角カモシカで、2019 年以来 3 年ぶ

りの再会でした。 

 

 

 

 

 

 

  

 

カンボクの実も大事な食糧 

ヒヨドリ 2/3 

丈夫なくちばしで、 

硬い木の実もなんのその！ 

イカル 2/６ 

実）10/1 

2/8 

ニホンカモシカ 

中の赤い実を掘り出して 

シジュウカラ１/15 
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   センター観測 

             梵珠山の積雪データ（観測地点 標高 160ｍ） 
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センタ－観測地点の雪の経過（1/1～1/31） 

期間中の累積降雪量 2023年 313cm 2022年 266cm 

期間中の日最深積雪 2023年 160cm 2022年  210cm 

 日降雪量 

日最深積雪量・日降雪量 

日最深積雪量・日降雪量 

日降雪量  
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開催日（1 月 15 日：曇） 

○講師 針生倖吉さん「新雪の森で会いましょう」    

 

 

 

 

 

 

 

・野鳥の声がほとんど聞こえず姿も見せなかった前半、後半は、鳴声を含めシジュウカラ、ヤマ

ガラ、アカゲラ、カワガラス、カケスの５種を観察しました。 

○講師 間山良治さん「雪上に残された足跡を追う」 

 

 

 

 

 

 

 

 

・雪上に、多数の動物が歩いた足跡を確認するが、今朝からの雪で何の動物かは不明。 

ノウサギが、イヌコリヤナギとサワグルミの枝を食べた食痕が見られました。 

 

これからの行事 
＊３月 ５日（日）「梵珠山アニマルウォッチング」動物たちの痕跡を観察しながら冬山登山。 

         （若干の余裕がございます） 

＊３月１９日（日）「日曜観察会⑫」講師は、齋藤信夫さん（寄生植物：上を向いて歩こう②ヤドリギ

探し）針生倖吉さん（野鳥：終冬の森で会いましょう）間山良治さん（哺乳動物：

雪上に動物の痕跡を探す） 

サポーターズ活動 

＊3 月の活動は、ミズバショウ湿地の枯れ枝処理と整備です。 

日時：３月２７日（月）時間は９：３０分から１２時まで。どなたでも気軽に参加できます。 

※天候、その他の事情により中止または活動内容を変更することがあります。 

センタ－より 

★「ネットワ－ク梵珠」再登録について★ 

「自然情報誌ネットワ－ク梵珠」２月号に“ネットワ－ク会員申込用紙”を同封しました。 

４月から再登録」を希望される方は、送付申込書に所要事項を記入の上、申込みをお願いします。 

★忘れ物・落し物はございませんか？★ 

多数の落し物がセンタ－へ届けられています。主にサングラス、ストック、手袋など、心あたり

のある方は早めに連絡をお願いします。（今年度中に連絡のないものはセンタ－で処分いたします） 

＊第一駐車場の今年度分の法面工事が終了しました。来年度の工事予定については決まり次第お知せ

いたします。 

＊センタ－では、カンジキ・ストックを無料で貸出ししています。 


